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インフルエンザ定点（小児科定点を含む） 

インフルエンザ：     １件（前月比０.２，前年比０．３）でした。１月をピークとして連続して減少しており、 

８月からは一桁の値で推移しています。今後は例年並みに冬期にかけて増加していくもの 

と推測されます。 
 

小児科定点   

※平成２５年１月から、定点医療機関数の見直しに伴い、定点医療機関が４８医療機関から５０医療機関に増えまし

た。 

 

（全体傾向）  

                    ２８６４件（前月比０．９、前年比１．１）であり、感染性胃腸炎１１４７件、ＲＳウイルス感染症

４４３件、咽頭結膜熱２９８件と手足口病２１６件が大きく占めています。前月比及び前年比

は、ともに大きな変化はないようです。ＲＳウイルス感染症が連続して増加してきており、 

今後の動向に注意が必要です。 

 

 

（疾患別傾向） 

１．ＲＳウイルス感染症： ４４３件（前月比２．６，前年比０．９）と本年度も昨年度と同様に８月から流行期に入ってい

るようであり、今後さらに大きく増加していくことが推測され、今後の動向に特に注意が必

要です。人吉(３２．０)、水俣(１７．０)、菊池(１４．６)、八代(１３．８)、宇城(１１．５)が多いよう

です。 

   

※（ ）書きは１ヶ月の報告数を定点数で割った値。以下同じ。 

 

２．咽頭結膜熱： ２９８件（前月比１．２，前年比２．２）。７月からは連続して増加しており、９月は本年度では

最高値となっています。前年比(２．２)であり、例年よりは大きい値で推移しており、今後の

動向に注意が必要です。山鹿(４９．０)が特に多いようです。 

 

３．Ａ群溶連菌咽頭炎： １５４件（前月比０．８，前年比１．７）。５月をピークとしてその後は減少に転じています。９月

は前月比(０．８)と大きな変化はありません。前年比(１．７)であり、昨年よりは大きい値で 

推移しているようです。菊池(１０．４)が多いようです。 

 

４．感染性胃腸炎： １１４７件（前月比１．０，前年比１．４）でした。６月からは大きな変化がなく推移しており、例

年並みの推移のようです。例年は秋から冬にかけて増加していきますので、今後の注意が

必要です。菊池(６８．２)が特に多いようです。 

                              

５．水痘：         １００件（前月比０．６，前年比０．８）でした。５月をピークとして以後は連続的に減少していま

す。本年度も例年並みに、夏から秋にかけて少ない値で推移しているようです。 

 

６．手足口病：      ２１６件（前月比０．５，前年比３．２）でした。７月がピークとなり、以後は連続して減少してい

ます。前年比(３．２)であり、昨年よりは高い値で推移しています。 

菊池(１６．６)が特に多いようです。 

   

７．伝染性紅斑：   ６件（前月比２．０，前年比０．８）で本年度は少ない値で推移しています。 

 

８．突発性発疹症：  １６８件（前月比０．７，前年比０．９）。例年と同様に推移しているようです。 

 



９．百日咳：        ０件（前月比－、前年比―）。本年度も例年並みに少ない値で推移しています。 

 

１０．ヘルパンギーナ： １０９件（前月比０．３，前年比０．８）と例年と同様に７月をピークとして連続して減少していま

す。前年比(０．８)であり、大きな変化はありません。天草(１３．０)が特に多いようです。 

 

１１．流行性耳下腺炎：  ７件（前月比０．３，前年比０．１）で前月比、前年比ともに減少しています。 

本年度は、最近３年間では一番低い値で連続して推移しています。 

 

眼科定点 

１．急性出血性結膜炎： 報告はありません。 

 

２．流行性角結膜炎：    報告数７３件(前月比１．７、前年同月１．１)と増加しています。 

地区別では熊本５９件と従来どおり最も多い報告数ですが、有明地区も１０件の報告が 

あり、注意が必要と思われます。年齢別では、２０～３９歳に多発していますが、しばらく少

なかった乳幼児層にも広がりが見られます。      

  

ＳＴＤ定点  

※平成２５年１月から、定点医療機関数の見直しに伴い、定点医療機関が１３医療機関から１６医療機関に増えまし

た。 

 

本年 1 月より、定点数が増加したため、前年とは正確に比較できません。 

 

１．性器クラミジア感染症：報告数５９件（前月比 １．１、前年同月比 １．９）で、前月比、前年同月比とも増加してい

ます。男女別は、女性が４０件と圧倒的に多く見られています。年齢別は、女性は１５～ 

３４歳に３４件と多く、男性では１５～２９歳に１２件と多く見られています。 

地区別は、熊本３５件と圧倒的に多く、次いで御船、有明に各８件、八代４件、菊池２件、

人吉、宇城に各１件でした。 

 

２．性器ヘルペスウイルス感染症： 

報告数１７件（前月比 １．０、前年同月比 ０．７）で、前月比では同数、前年同月比では

減少しています。男女別は、女性が９件と僅かに多く見られました。年齢別では、女性で

は２０～７０歳以上、男性でも２０～６９歳と幅広く見られています。 

地区別は、熊本が１１件と圧倒的に多く、次いで菊池３件、宇城２件、八代１件でした。 

 

３．尖圭コンジローマ：    報告数は５件（前月比 １．３、前年同月比 ０．７）でした。前月比では増加、前年同月比で

は減少しています。男女別は、女性が３件とやや多く見られています。年齢別は、女性で

は２０～２４歳に２件、３０～３４歳に１件、男性では３０～３４歳、３５～３９歳に各１件見ら

れています。地区別は、熊本３件、御船、宇城に各１件でした。 

 

４．淋菌感染症：      報告数は１１件（前月比 ０．６、前年同月比 ３．７）でした。前月比では減少、前年同月比

では著しく増加しています。男女別は、男性に８件と多く見られています。年齢別は、男性

は３０～３４歳に４件と多く見られ、女性では２０～２９歳に見られています。 

地区別は、熊本５件、有明２件、御船、八代、人吉、宇城に各１件でした。 

 

 

 



基幹定点 

（週報分） 

１．細菌性髄膜炎： 報告数１件（前月比 １．０、前年同月＋１）でした。 
 

２．無菌性髄膜炎：  報告数１１件（前月比 １．２ 、前年同月比 ５．５）でした。  
昨年よりも多い傾向が続いており要注意。 

 

３．マイコプラズマ肺炎：  報告数６件（前月比 ０．５、前年同月比 ０．４）でした。減少傾向。 
 

４．クラミジア肺炎：    報告数０件（前月 －１、前年同月 －１）でした。 
 

（月報分） 

１．メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症：  

報告数３０件（前月比 １．２、前年同月比 ０．５）でした。１３件（４３％）が 
７０歳以上でした。 昨年より少ない推移が続いています。 

 

２．ペニシリン耐性肺炎球菌感染症：     

報告数２件（前月比 ０．５、前年同月比 ０．３）でした。 
昨年より少なくなっています。  

 

３．薬剤耐性緑膿菌感染症：  

報告数０件（前月、前年同月と変わらず）でした。 

 

４．薬剤耐性アシネトバクター感染症：  

報告数０件（前月、前年同月と変わらず）でした。   

 

届け出対象感染症 

１類感染症：         報告はありませんでした。  

２類感染症：         結核：２４件  

３類感染症：         腸管出血性大腸菌感染症：１８件 

４類感染症：         日本脳炎：２件 

レジオネラ症：１件 

5類感染症：         ウイルス性肝炎：１件 

侵襲性肺炎球菌感染症：１件 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症：１件 

バンコマイシン耐性腸球菌感染症：１件 
梅毒：１件 
風疹：１件 


